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延岡の大人はみな
　子どもたちの先生

文責 /酒井　康行

土々呂中学校（1年生・123 名）よのなか教室「日髙亀市の挑戦」
令和7年9月19日（金）　14:40～15:30

南中学校（1年生・150名）よのなか教室「企業訪問学習」令和7年9月12日（金）　8:30～12:00

　土々呂中学校の 1年生が、7連続「よのなか教室」で、いろいろな分野の方の
講話を聞いていますが、今回は、6回目として、日髙　保彦さん（宮崎ひだか
　代表取締役）にお話をしていただきました。
　日髙さんは、ブリ大尽と言われた「日髙亀市」の生涯をテーマに話されまし
たが、大変興味深い内容で、生徒も熱心に耳を傾けていました。
　寒い冬の時期、近くの海岸にブリの大群が押し寄せてくるのを見て、亀市
は、この大群を獲ることができないかと考えます。1900 年代の前半、大型で速
く泳ぐ魚は、網では獲れないと言われていたそうですが、亀市は、「何とか網で
大量のブリを獲りたい」と、東京の水産学校で最新の技術を学んだ長男と共
に、寸暇を惜しんで新しい網の開発に取り組んだそうです。その結果、『ブリ大
敷網』と呼ばれる網を開発し、無理だと言われていたブリの大群を網で獲るこ
とに成功します。
　日髙さんは、エジソンやアインシュタインが「失敗というのは、うまくいか
ない方法を見つけたのだから、それは、成功だ」という言葉を引用され、「失敗
したとき、だめだと思うか、違うやり方を考えようとするか」で結果が大きく
変わってくると語られました。「何回失敗を繰り返しても、最後まで諦めない
気持ちを持ち続けることが大事」という日髙さんの言葉が大変印象的でした。
　「日髙亀市の挑戦」を聞き、生徒たちは、新たな気持ちで自分の目標に向かっ
て歩み始めたことでしょう。 

【日髙　保彦さん】

【講話の様子】

【説明を聞く生徒たち】

【工場見学の様子】

　南中学校の 1年生が、企業訪問学習を行いました。
　当日は、4つのグループに分かれて、「INOBECH 協同組合」と「旭化成」のご協力
で、会社の概要を聞いたり、工場内の見学を行ったりしました。
　会社の説明では、「どんな製品を作っているか」「流通について」「安全面の留意
点」など、会社が力を入れていることや、気を付けていることなどを、分かりやす
く説明してくださいました。
　見学の時間には、実際に機会を動かして、どんな作業をしているのか、出来上
がった製品をどのように検査しているのかなど、詳しく教えてくださいました。
途中で、生徒の質問にも答えてくださり、作業の流れ全体のことや、働くことのや

りがいなどについてもお話してくださいま
したので、より理解が深まりました。
　この日は、まだ蒸し暑さの残る時期でした
が、工場見学の途中で水分補給を呼び掛けて
くださったり、扇風機を用意してくださった
りと、生徒の熱中症予防に努めてくださった
担当の方に感謝したいと思います。



川島小学校（3～ 6年生・84 名） よのなか教室「全校一斉キャリア教育の日」
令和7年10月22日（水）　13:00～14:10
　川島小学校で「全校一斉キャリア教育の日」が実施されました。1・2年生は「生活科の授業」、3～ 6年生は「キャ
リア教育講話」が行われ、5名の講師の中から、2名の講師のお話を聞きました。

　今回の「全校一斉キャリア教育の
日」は、学年ごとにキャリア教育に対
する理解や関心を深めることや、身
の回りの人々や社会には様々な役割
や仕事がある事に気付かせることが
大きなねらいになっています。

　ぼくは、原田さんの話を聞いて、物を運ぶ物流が縄文時代からあるこ
とや、ヤマト運輸が百年も続く歴史のある会社だったということ、遠い
所に荷物を運ぶときには、リレー形式だということが、びっくりしまし
た。そして、学校と同じように、荷物と一緒にとどけた人の気持ちをと
どけるという教えがあるということが、すばらしいなと思いました。ぼ
くは、原田さんのお話を聞いて、将来の夢のために、もっと頑張ろうと
いう気持ちになりました。

～生徒の感想より～

【木村　喜久生さん】 【原田　実央さん】

【講話の様子】

【学校運営協議会の様子】

【岩切　秀徳さん】

【有近　絢香さん】 【濱田　航太さん】

　3～ 6年生は、講師の方々が、仕事を通して働く喜びや苦労を感じ、その
中で、意欲的に仕事に取り組まれていることに気付いたたようで、これか
らの生活を送る上で、にとても参考になる講話になりました。
　児童が下校した後、学校運営協議会が開催されました。この協議会に、
講師の方も参加していただき、運営協議会委員の方々や川島小学校の先
生方と意見交換ができたことは、大変有意義だったと思います。
　講師の皆様、有り難うございました。

木村　喜久生さん（木村板金　社長）
原田　実央さん（ヤマト運輸宮崎主管支店　事務プロセス担当マネージャー　兼　障害者雇用促進担当）
岩切　秀徳さん（延岡水産開発株式会社　代表取締役）
有近　絢香さん（スマイルホーム　作業療法士）
濱田　航太さん（延岡市消防署　消防第 1課救助第 1係）

～ 5名の講師の方々～
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